■小規模専用水道に係る水質検査項目及び検査頻度

　１　検査頻度については、年２回とし、原則として年１回は全項目（５０項目）検査を実施すること。

　２　１回目の全項目検査の結果が水質基準に適合し、異常がないと認められた場合の２回目の水質検査は９項目まで省略することができる。

　３　水源の種別、取水地点又は浄水方法が変更されずかつ水源の種別及び水源に水又は汚染物質を排出する施設の設置の状況等から原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合は、全項目検査を実施した翌年及び翌々年の年１回行う全項目検査は、基準の表中３１の項から３６の項まで及び３８の項から４４の項まで検査事項に関する検査の全部又は一部を省略することができる。
　４　水源の種別、取水地点又は浄水方法が変更されずかつ水源の種別及び水源に水又は汚染物質を排出する施設の設置の状況等から原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合は、基準の表中３の項から３０の項までの検査事項に関する検査については、前回における当該事項についての検査の結果が、当該事項に係る水質基準値の１０分の１以下であるときは、概ね３年に１回以上まで省略することができる。

　５　浄水を受水する小規模専用水道にあっては、水質基準に適合する水の供給を受けることから、水の供給を受ける水道の水質検査結果を入手することにより全項目検査については、次のとおりとすることができる。

　　①　基準の表中３の項から５の項まで、７の項、１１の項から１９の項まで、３５の項、３６の項及び３８の項から４４の項までの事項に関する検査については、検査を省略することができる。

　　②　基準の表中６の項、８の項及び３１の項から３４の項の上欄に掲げる事項に関する検査については、使用する配管等資機材の使用状況から、検査を省略することができる。
　６　水道法施行規則第１５条第１項第４号で規定する項目については、過去の検査結果が基準値の２

　　分の１以下でありかつ原水並びに水源及び周辺の状況等から勘案し、その全部又は一部を行う必要

　　がないことが明らかであると認められる場合は、その検査を省略することができる。ただし、３年

　　に１回の全項目検査は必要であること。
水質検査項目及び検査頻度のフロー
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	注１　４年目以降は１・２・３年目と同様に実施する。
注２　９項目検査は一般細菌、大腸菌、塩化物イオン、有機物、pH値、味、臭気、色度および濁度の９検査
注３　※は、水質検査の項目及び検査結果から判断すること。
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